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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水性漂白洗浄剤組成物であって、
　ａ）２０重量％～８５重量％の量の固体漂白剤であって、次亜塩素酸遊離剤である固体
漂白剤と、
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　ｂ）０．１～１０重量％の量の増粘剤であって、クレイ：ポリマーの比率が１：１０～
１０：１であるクレイとポリマーとの混合物である増粘剤と、
　ｃ）０～０．３重量％の量の増粘剤活性剤と、
　ｄ）０～２３重量％の量の補助化合物と、
　ｅ）前記漂白剤に対して化学的に不活性であり、且つ前記漂白剤の溶解度が１０ｍｇ／
ｌ未満である、少なくとも１４．９重量％の量の非水性液体であって、植物油、鉱油、合
成油、又は魚油を含む動物油、並びにそれらの混合物から選択される非水性液体と
の分散体を含む、非水性漂白洗浄剤組成物。
【請求項２】
　前記漂白剤が、ジハロイソシアヌル酸塩、トリハロイソシアヌル酸塩、クロラミン－Ｔ
、Ｎ－ハロスクシンイミド、Ｎ－ハロマロンイミド、Ｎ－ハロフタルイミド、Ｎ－ハロナ
フタルイミド、１，３－ジハロ－５，５－ジメチルヒダントイン、Ｎ－モノハロ－Ｃ，Ｃ
－ジメチルヒダントイン、メチレン－ビス（Ｎ－ハロ－Ｃ，Ｃ－ジメチルヒダントイン）
、１，３－ジハロ－５－メチル－５－イソブチルヒダントイン、１，３－ジハロ－５－メ
チル－５－エチルヒダントイン、１，３－ジハロ－５，５－ジイソブチルヒダントイン、
１，３－ジハロ－５－メチル－５－ｎ－アミルヒダントイン、トリハロメラミン、及びそ
れらの混合物（ここで、ハロは塩素を表わす）から選択される、請求項１に記載の漂白洗
浄剤組成物。
【請求項３】
　前記漂白剤が、４００μｍ未満、好ましくは１０～２００μｍ、最も好ましくは３０～
１１０μｍの粒径を有する、請求項１又は２に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項４】
　前記クレイが、有機変性スメクタイト、有機変性ベントナイト又は合成ヘクトライトで
ある、請求項１～３のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項５】
　前記ポリマーが、スチレン／酸化エチレン／酸化プロピレンブロック（コ）ポリマー、
又はスチレン－エチレン／ブチレン－スチレントリブロックコポリマーである、請求項１
～４のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項６】
　前記補助化合物が、界面活性剤、漂白活性剤、酵素、着色剤、香料、リン酸塩、消泡剤
、無機炭酸塩又は炭酸水素、光沢増強剤、金属イオン封鎖剤及び非水性ビルダー、又はそ
れらの混合物から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項７】
　２５～５０重量％、好ましくは３５～４５重量％の前記漂白剤を含む、請求項１～６の
いずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項８】
　０．１～６重量％、好ましくは０．１～４重量％、より好ましくは０．５～３重量％の
前記増粘剤を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項９】
　前記増粘剤が、１：３～２：１のクレイ：ポリマー比率である、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の漂白洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　前記非水性液体が、パラフィン油である、請求項１～９のいずれか１項に記載の漂白洗
浄剤組成物。
【請求項１１】
　前記増粘剤活性剤が、炭酸プロピレンである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の
漂白洗浄剤組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物を含む密閉容器。
【請求項１３】
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　請求項１～１１のいずれか１項に記載の漂白洗浄剤組成物を製造する方法であって、
　ｉ）前記漂白剤に対して化学的に不活性であり、且つ前記漂白剤の溶解度が１０ｍｇ／
ｌ未満である、ポリマーと非水性液体とのプレゲルを高温で生成する工程と、
　ｉｉ）クレイと、前記非水性液体と、任意に増粘剤活性剤とのプレゲルを高せん断ミキ
サー内で生成する工程と、
　ｉｉｉ）攪拌しながら前記ｉｉ）のプレゲルを前記ｉ）のプレゲルに添加する過程と、
　ｉｖ）固体漂白剤、及び任意に補助化合物を添加する工程と
を含む、漂白洗浄剤組成物を製造する方法。
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